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発表の流れ

l 動機と目的

l 被害予測マトリックス

l ものつくり大学建物施設の地震被害想定

l まとめ



動機と目的
• 建物のある属性： たとえば構造耐震指標（Is値）
• ある地震動強さ： たとえば計測震度または気象庁震度階

• どのような被害： たとえば無被害・軽微、小破、・・・などの被害モード
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被害予測マトリックス



フラジリティー曲線
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被害率バーチャート
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代表被害の設定方法
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代表被害モード

（Ⅰ）予想最大被害：95％非超過の被害モード

Ø95%はその被害を超えない被害モード
Ø被害額に着目する場合

（Ⅱ）予想卓越被害：最も占める確率の高い被害モード

Ø最も起こりそうな被害

Ø地域の防災計画の立案



被害予測マトリックス

（Ⅰ）予想最大被害 （Ⅱ）予想卓越被害
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ものつくり大学所施設の地震被害想定

ドーミトリ
（最小Is値＝1,24） 中央棟

（最小Is値＝0.84）

管理・図書館棟
（最小Is値＝0.92）

東日本大震災に適用した場合
（埼玉県行田市内の計測震度：5強）

（Ⅰ）から予想最大被害＝無被害・軽微
（Ⅱ）から予想卓越被害＝無被害・軽微



まとめ

•簡易な地震被害予測手法の考案

Øフラジリティー曲線の利用 / 被害マトリックスの作成

•本学施設への適用

Ø地震被害想定実施 / 東日本大震災の検証

•目的に応じた利用

Ø保全計画（被害額） / 防災計画（弱点把握）
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震度ごとのIs値に対する被害モード発生確率
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予想最大被害（９５％）の根拠

９５％を超える被

害については５％

を上回らない。

被害額に着目した

場合、１００％の

値が示す被害モー

ドは適さない。



「小破、中破、大破・・・」と「一部損壊、半壊・・・」
の違い

・小破、中破、大破、倒壊など

建物被害などの構造についての規模を表す

・一部損壊、半壊、全壊など

保険に適応するときに使用する基準



対象診断数
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PGVから震度階への換算方法

PGV=10($%.'()%.*+.,)

10の指数で.＝±0.45  

PGVの0.35〜2.8倍
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計測震度による最大速度の推定値
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５強 5.25

６弱 5.75

６強 6.25
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震度階

震度階級 計測震度 代表震度（中央値） 計測震度（cm/s）

５強 5.0以上5.5未満 5.25 30

６弱 5.5以上6.0未満 5.75 50

６強 6.0以上6.5未満 6.25 90

震度７ 6.5以上 6.75 140



地震被害のばらつきが生じる要因

•施工精度の問題

•材料強度のばらつき

•地震振動の不均一性 など



代表値
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フラジリティー曲線一覧
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3.11時行田市震度

https://www.city.gyoda.lg.jp/13/06/10/bosai/bosai_kihon/kako_siryo.html


